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「
大
満
足
の
ツ
ア
ー
で
し
た
」
「
戦
争
放
棄
の
憲

法
九
条
が
い
か
に
大
切
な
の
か
体
感
で
き
た
」

「
こ
の
ツ
ア
ー
で
学
ん
だ
こ
と
を
多
く
の
人
に
伝

え
た
い
」 

こ
れ
は
ツ
ア
ー
に
参
加
さ
れ
た
方
の
ほ

ん
の
一
部
の
感
想
で
す
。 

 

６
月
２
５
日
（
土
）
〜
２
６
日
（
日
）
の
２
日
間
、

み
な
と
医
療
生
協
「
九
条
の
会
」
は
、
会
の
発
足

当
時
か
ら
の
企
画
で
あ
っ
た
長
野
県
「
無
言
館
と

松
代
大
本
営
ツ
ア
ー
」
を
職
員
と
生
協
組
合
員
、

家
族
、
子
ど
も
な
ど
を
合
わ
せ
て
５
３
名
の
参
加

で
、
大
型
バ
ス
を
貸
切
り
１
日
目
は
温
泉
と
交
流

会
、
２
日
目
に
無
言
館
と
松
代
大
本
営
を
見
学

し
ま
し
た
。 

始
め
に
、
バ
ス
の
中
で
自
己
紹
介
と
平
和
へ
の

想
い
な
ど
を
参
加
者
に
話
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

温
泉
宿
で
は
ツ
ア
ー
実
行
委
員
に
よ
る
朗
読
劇

「
こ
の
子
達
の
夏
」
「
憲
法
ク
イ
ズ
」
「
九
条
バ
ン

ド
」
な
ど
多
彩
な
企
画
で
、
参
加
者
み
ん
な
で
平

和
に
つ
い
て
考
え
学
び
、
そ
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

当
然
な
が
ら
温
泉
も
気
持
ち
が
良
く
（
蛍
も
み

れ
ま
し
た
よ
！
）
、
深
夜
ま
で
交
流
を
深
め
た
部

屋
も
あ
り
ま
し
た
。 

２
日
目
は
、
今
回
の
ツ
ア
ー
の
メ
イ
ン
で
あ
る

「
無
言
館
と
松
代
大
本
営
」
の
見
学
で
す
。
無
言

館
は
、
戦
没
画
学
生
が
描
い
た
数
々
の
作
品
を

館
長
の
窪
島
氏
が
全
国
を
巡
り
集
め
た
美
術
館

で
す
が
、
１
０
代
〜
３
０
代
の
若
者
が
戦
争
に
よ

っ
て
志
半
ば
で
死
ん
で
い
っ
た
作
品
を
観
る
た

び
、
す
す
り
泣
く
声
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
聞
え
て

き
ま
し
た
。 

ま
た
、
参
加
者
が
さ
ら
に
衝
撃
を
受
け
た
の
が
松

代
大
本
営
で
、
本
土
決
戦
に
備
え
て
作
ら
れ
た
天
皇
・

政
府
の
た
め
の
洞
窟
で
何
千
人
も
の
人
々
が
過
酷
な

労
働
と
危
険
な
作
業
に
よ
っ
て
命
を
落
と
し
た
こ
と

を
ガ
イ
ド
の
方
か
ら
聞
き
、
驚
き
と
シ
ョ
ッ
ク
を
隠
し

き
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
さ
に
戦
争
中
は
人
の
命
が

単
な
る
「
物
」
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
の
が
よ
く

わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
洞
窟
も
つ
い
最
近
ま
で
ひ
た
隠

し
に
さ
れ
て
い
た
と
の
事
で
、
二
重
の
衝
撃
を
受
け
ま

し
た
。 

先
ほ
ど
の
感
想
と
も
合
わ
せ
て
、
参
加
者
か
ら
は

「
ツ
ア
ー
に
行
け
て
本
当
に
良
か
っ
た
。
戦
争
を
し
な

い
と
誓
っ
た
憲
法
九
条
は
守
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
日

本
か
ら
に
世
界
に
広
げ
て
い
く
も
の
だ
」
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

み
な
と
医
療
生
協
「
九
条
の
会
」
で
は
、
今
後
も
会

員
ひ
と
り
一
人
の
想
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
平
和
を

広
げ
る
取
り 

組
み
を
さ
ら 

に
進
め
て
い 

き
ま
す
。 

 

△参加者全員で無言館の前でパ

シャリ。みんな最高の笑顔です。 

あなたの地域、職場でも九条の会を!! 
☆ このツアーの後で会員が増え、7 月 4日現在 348名となっています 

☆ あなたの地域、職場でも「九条の会」をつくり、学習や戦争体験を聞

く会などの運動を広げましょう 

☆ 9 月 28日の 1 周年総会までに 500名の会員達成をめざしましょう 
 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 今年の９月で、みなと医療生協「九条の会」が発足して１年になります。 
これまでの活動報告や経験、地域での多彩な取り組みなどを交流しま 
しょう。会員の皆さんは、ぜひご出席下さい。 
 
とき：２００５年９月２７（火）夕方より 

レインボーセンター７階ホール 

九条ペンダントを 

作りませんか？ 

     今、巷でひそかに（？）に流

行っている「九条ペンダン

ト」をあなたも作ってみませ

んか？おしゃれにアピール

しましょう。 

時：7 月 30 日（土） 14 時～  

所：くらしのセンター４階  

   （クリニックレインボー） 

病院職員（検査室）の藤井さんに作

り方を教わりましょう！！ 

△交流会での実行委員による朗読劇

「この子達の夏」の様子。感動しました。 

 
△松代大本営で、ガイドの説明を真

剣に聞き入る参加者一同。思わず無

言になってしまいました。 

 

平和を語る人になりたい 
協立総合病院（８西病棟看護師） 奥野 直美さん 

私は、常々今できることは、できるだけ体験したいと思う、とても欲張り

な性格です。なので、旅行はもちろん、たくさんの趣味があります。しかし

今同じように戦争が起これば、それができなくなってしまうのです。時々

「戦争をするのは仕方がない」という人がいます。また戦後６０年が経ち、

戦争を経験している人たちも少なくなり、戦争がどういうものかよく知らな

いという人も増えています。戦争を戦争から考えるのではなく、平和の観

点から考えてみれば、戦争は絶対にやるべきではないし、本当に恐ろしい

ものだと思います。私はこのツアーに参加し、改めてそう感じました。私

は、戦争を語る人ではなく、平和を語る人になりたいと思います。この先永

遠に戦争がおこらなければ、それは簡単なことです。誰もができることで

す。世界では、まだ戦争をしている国もありますが、地球全体で、平和につ

いて語ることができたら、もっと人生は広がる気がします。 
 
６０年前を思い出し涙 
                 みなと医療生協組合員 近藤 迪子さん 
無言館、作品を通して 60 年前を思い出しました。出征兵士を送る、戦死兵

士の遺骨を迎える。村中の大人から子供までが小学校まで。こうした事が幾

度となく繰り返された。竹槍や薙刀で敵をやっつける訓練、食料増産の為、

山林を開拓し、蕎麦を蒔いたこと…。戦地からの便りの書き出しに「母上様」

とあり涙しました。松代大本営はただ驚きと怒り、戦争は人を鬼にする。有意

義なツアーでした。また、このような機会があれば参加したいです。 

ビーズで 

 

 


